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ま
す
。

「
現
代
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
、
社

会
構
造
の
変
化
な
ど
、
早
い
テ
ン
ポ
で

変
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
対
応

す
る
教
育
は
、
成
人
に
な
る
た
め
の
準

備
で
は
な
く
、
人
間
の
可
能
性
を
伸
長

す
る
真
に
自
己
実
現
の
た
め
の
、
生
涯

を
と
お
し
て
行
う
活
動
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」

い
わ
ば
、
学
力
中
心
の
画
一
的
な
教

育
を
個
性
重
視
の
教
育
に
変
え
る
こ
と

を
説
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

と
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
家
庭
教
育
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
等
、
あ
ら
ゆ
る

教
育
機
能
を
持
つ
機
関
が
、
有
機
的
に

統
合
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述

べ
て
い
ま
す
。

☆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
役
割

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
、
岡

山
県
で
は
、
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
県
民
自
ら
、
自
分
に
適
し

た
方
法
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学

習
を
推
進
す
る
た
め
の
県
の
拠
点
と
し

て
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま

し
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、

県
と
し
て
の
役
割
を
考
え
な
が
ら
、
市

町
村
、
学
校
、
民
間
教
育
機
関
と
連
携
、

協
力
し
て
、
本
年
度
も
別
に
記
載
し
て

い
る
各
種
の
事
業
を
計
画
、
実
施
し
て

い
ま
す
。

特
に
、
昨
年
開
設
し
た
岡
山
県
生
涯

学
習
大
学
は
、
五
十
二
の
機
関
で
百
十

四
の
講
座
を
開
き
、
五
千
名
以
上
の

方
々
が
学
習
に
参
加
し
て
、
楽
し
く
学

ぶ
と
と
も
に
交
流
の
輪
を
広
げ
、
好
評

で
し
た
。

反
面
、
最
近
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ

の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
生
涯
学
習
大

学
の
存
在
を
、
全
く
知
ら
な
い
県
民
も

七
割
を
越
え
て
お
り
、
今
後
、
さ
ら
に

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。

☆
「
三
学
ぱ
る
」
の
精
神
を
生
か
す
活
動

こ
れ
ま
で
、
こ
ど
も
の
日
に
児
童
会

館
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
「
こ
ど
も

ま
つ
り
」
に
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
も

一
緒
に
な
っ
て
、
交
流
棟
を
開
放
し
た

り
、
親
子
で
楽
し
め
る
映
画
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
「
三
学
ぱ
る
」
の
精

神
を
生
か
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
集
い
、
楽
し
く
共
に
活
動
で
き
る

事
業
を
積
極
的
に
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
じ
め
、
暴
力
、
自
殺
等
、
子
供
た

ち
を
め
ぐ
る
胸
の
痛
む
事
件
も
多
く
、

そ
の
大
き
な
原
因
と
も
考
え
ら
れ
る
人

間
関
係
希
薄
化
の
解
消
に
向
け
て
も
、

役
立
つ
活
動
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

☆
お
わ
り
に

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
オ
ー
プ
ン

後
一
年
余
り
、
現
在
ま
で
十
数
万
人
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
県
民
の
皆
様
に
、
自
由

に
、
の
び
の
び
と
、
楽
し
く
学
習
し
、

交
流
で
き
る
場
と
し
て
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

☆
生
涯
学
習
の
は
じ
ま
り

わ
が
国
に
は
、
昔
か
ら
生
涯
に
わ
た

っ
て
続
け
る
学
習
に
よ
っ
て
人
格
の
完

成
が
図
ら
れ
る
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま

し
た
。

伝
統
的
な
茶
道
、
華
道
、
書
道
、
武

道
等
で
も
「
道
を
極
め
る
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
稽
古
は
、

技
術
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
、
精
神
を
鍛
練
し
、
人
格
の

完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

岡
山
県
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
読
み
、

書
き
、
そ
ろ
ば
ん
を
教
え
た
寺
子
屋
も

多
く
、
漢
字
や
洋
学
な
ど
、
寺
子
屋
よ

り
高
度
な
教
育
が
行
わ
れ
た
「
塾
」
は

全
国
で
一
番
多
い
県
で
し
た
。
明
治
・

大
正
時
代
に
は
高
等
女
学
校
が
最
も
多

く
、
教
育
県
と
い
わ
れ
た
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
今
で
も
、
い
わ
ゆ
る
稽
古
事
は
、

他
県
よ
り
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

☆
今
、
な
ぜ
生
涯
学
習
な
の
か

生
涯
教
育
を
提
唱
し
た
ポ
ー
ル
・
ラ

ン
グ
ラ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い

岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

森
崎
　
岩
之
助

A B O U T  L E A R N I N G

生
涯
学
習
に
つ
い
て



3 生涯学習センターだより

○
お
か
や
ま
長
寿
学
園

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、「
社
会
活

動
」、「
パ
ソ
コ
ン
」、「
国
際
理
解
」
の

講
座
を
開
設
し
ま
す
。

【
３
講
座
・
７
月
〜
11
月
実
施
】

そ
の
他
、
県
内
各
地
で
も
い
ろ
い
ろ

な
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
文
化
講
演
会

〈
Ｐ
12
参
照
〉

県
民
の
学
習
機
会
の
充
実
を
図
る
た

め
、
著
名
人
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
年
２
回
・
８
月
、
２
月
実
施
】

○
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
パ
ソ

コ
ン
操
作
と
利
用
方
法
等
の
基
礎
的
な

講
座
を
行
い
ま
す
。

【
年
10
回
・
６
月
〜
12
月
実
施
】

○
親
子
ふ
れ
あ
い
パ
ソ
コ
ン
教
室

〈
Ｐ
12
参
照
〉

親
子
一
緒
に
パ
ソ
コ
ン
で
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
文
字
入
力
や
ペ
イ
ン
ト
な
ど

基
本
操
作
の
実
習
を
通
し
て
、
親
と
子

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
す
。

【
年
３
回
・
８
月
実
施
】

○
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

高
品
位
・
高
画
質
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

の
映
像
と
合
わ
せ
、
子
ど
も
も
楽
し
め

る
よ
う
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。

INFORMATION  OF  CENTER

セ
ン
タ
ー
事
業
の
紹
介

本
年
度
は
次
の
事
業
を
通
し
て
、
県
民

の
皆
さ
ん
の
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

一
　
指
導
者
の
養
成
と
研
修

市
町
村
に
お
け
る
指
導
者
を
養
成
す

る
た
め
に
次
の
研
修
講
座
を
開
設
し
ま

す
。

○
人
づ
く
り
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

生
涯
学
習
に
関
す
る
専
門
的
知
識
・

技
術
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
、
今
後
の

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
核
と

な
る
指
導
者
を
養
成
し
ま
す
。

【
年
１
回
・
７
月
実
施
】

○
情
報
提
供
・
学
習
相
談
担
当
者
研
修

地
域
の
人
々
の
学
習
要
求
に
応
え
る

こ
と
の
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、

生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
活
用

方
法
、
学
習
相
談
に
関
す
る
知
識
・
技

法
等
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

【
年
２
回
・
６
月
〜
２
月
実
施
】

○
教
育
メ
デ
ィ
ア
利
用
講
座

パ
ソ
コ
ン
、
視
聴
覚
機
器
等
の
教
育

メ
デ
ィ
ア
の
多
様
な
利
用
方
法
等
に
つ

い
て
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

【
年
２
回
・
７
月
、
１
月
実
施
】

二
　
学
習
情
報
提
供
・
相
談

広
く
県
内
外
の
生
涯
学
習
情
報
・
資

料
を
収
集
整
理
し
、
生
涯
学
習
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
「
ぱ
る
ネ
ッ
ト
岡
山
」
で
、

市
町
村
や
生
涯
学
習
関
連
施
設
等
に
情

報
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
学
習
相
談

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
や
社
会
教
育
用
の
十
六
ミ

リ
フ
ィ
ル
ム
や
ビ
デ
オ
教
材
の
貸
出
を

行
い
ま
す
。

三
　
学
習
講
座
等
の
開
設

一
般
県
民
を
対
象
に
各
種
講
座
を
開

設
し
ま
す
。

○
の
び
の
び
キ
ャ
ン
パ
ス
岡
山

（
岡
山
県
生
涯
学
習
大
学
）

〈
Ｐ
４
〜
５
参
照
〉

「
郷
土
の
歴
史
」、「
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」、「
パ
ソ
コ
ン
」
等
の
継
続
的
な

講
座
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
学
習
成

果
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
参
加

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

【
12
講
座
・
５
月
〜
２
月
実
施
】

【
年
10
回
・
５
月
〜
２
月
実
施
】

四
　
交
　
　
流

多
様
な
分
野
の
仲
間
や
多
世
代
の
仲

間
が
集
い
、
学
習
成
果
を
発
表
す
る
な

ど
の
場
や
機
会
を
設
け
ま
す
。

○
生
涯
学
習
推
進
の
集
い

生
涯
学
習
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
、
学
習
成
果
の
発
表
や
展
示
等
を

行
い
ま
す
。

【
年
１
回
・
11
月
実
施
】

五
　
調
査
、
研
究

県
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
等
の
調
査
結
果

を
元
に
、
そ
れ
に
即
し
た
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
研
究
、
開
発
を
行
い
ま
す
。

六
　
施
設
・
設
備
の
開
放

生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
県

民
が
自
主
的
・
主
体
的
に
行
う
学
習
の

場
と
し
て
施
設
・
設
備
を
提
供
し
、
学

習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
子
ど
も
映
画
会

ア
ニ
メ
映
画
を
中
心
に
上
映
会
を
行

い
、
幼
児
・
児
童
が
映
画
に
親
し
む
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

【
年
１
回
・
12
月
実
施
】



受�講�生�募�集�中�岡山県内にお住まいの方、お勤めの方、�
通学の方ならどなたでも受講できます。�

講　座　名�

郷土の歴史１�

（地域を中心に）�

郷土の歴史２�

（地域を中心に）�

郷土の文化１�

（芸　術）�

郷土の文化２�

（祭と子どもの遊び）�

郷土の陶芸�

（備前焼）�

郷土の匠�

�

学習ボランティア�

�

パソコン１�

（体験コース）�

パソコン２�

（趣味に生かすコース）�

パソコン３�

（仕事に生かすコース）�

パソコン４�

（インターネット活用コース）�

映　　像�

（映像に親しむ）�

実　施　期　間�

平成10年５月15日�

　～平成10年７月３日�

平成10年９月４日�

　～平成10年10月16日�

平成10年10月30日�

　～平成10年12月11日�

平成10年12月18日�

　～平成11年２月12日�

平成10年10月17日�

　～平成10年12月19日�

平成10年６月20日�

　～平成10年11月７日�

平成10年７月12日�

　～平成10年10月18日�

平成10年７月15日�

　～平成10年７月23日�

平成10年７月29日�

　～平成10年８月６日�

平成10年８月19日�

　～平成10年８月28日�

平成10年12月15日�

　～平成10年12月25日�

平成10年９月29日�

　～平成10年11月17日�

申　込　期　限�

現在開講中�

８月４日（火）まで�

９月30日（水）まで�

11月18日（水）まで�

９月17日（木）まで�

受講者決定済�

６月12日（金）まで�

６月16日（火）まで�

６月30日（火）まで�

７月19日（日）まで�

11月15日（日）まで�

８月29日（土）まで�

時　　間�

�

�

�

�

�

13：30�

�

15：30�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

18：30�

 �

20：30

当センターで実施している「主催講座」は次のとおりです。�

★ 各講座とも５～７回の講座があります�
★ 定　員　各講座４０人�
�

★ 受講料　１講座につき５００円�
★ 申し込みは所定の申込用紙で�
　　（当センター、地区公民館等にあります）�

○　のびのびキャンパス岡山には上記の主催講座のほか、県・市町村・高等学校・大学・専修学校・
　民間団体等が実施している連携講座（次ページ参照）があります。�

○　主催講座については「受講案内」に、連携講座については、６月発行予定の「講座一覧」に詳しく
　掲載していますのでご覧ください。（当センター及び県庁の県民室、公民館等にあります。）�

〜��

〜��
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せ



のびのびキャンパス岡山では、次の各機関で連携講座を実施します。�
受講についてなど詳細は、実施機関へ直接お問い合わせいただくか、６月発行の�

「のびのびキャンパス岡山 講座一覧」を御覧ください。�

・他に、おかやま長寿学園の各講座も、連携講座となっています。�
・連携講座への加入申し込みは、随時受け付けています。（生涯学習情報提供システムで情報提供）�

平成10年度 連携講座�

実　施　機　関　名 �

県教育委員会　生涯学習課�
県生活環境部　女性政策課�
県立博物館�
岡山県視聴覚障害者福祉センター�
岡山県南部健康づくりセンター�
岡山県青年会館�
岡山県国際交流協会�
岡山県明るい長寿社会財団�
岡山県社会福祉協議会�
岡山市社会福祉協議会�
備前市教育委員会�
赤坂町中央公民館�
瀬戸町公民館�
万富公民館�
倉敷市立美術館�
清音村教育委員会�
清音村公民館 �
真備町公民館�
矢掛町教育委員会�
笠岡市教育委員会�
勝山町中央公民館�
岡山大学�
岡山大学法学部 �
岡山大学総合情報処理センター�
ノートルダム清心女子大学�
山陽学園大学･山陽学園短期大学�
くらしき作陽大学�
県立大学�
学校法人武田学園  専門学校ビーマックス�
中国デザイン専門学校�
専門学校アサヒアカデミー�
日本赤十字社岡山県支部�
県立児童会館  星を見る会�
県立高松農業高等学校�
県立興陽高等学校�
県立岡山東商業高等学校�
県立倉敷工業高等学校�
県立津山商業高等学校�
県立笠岡商業高等学校�
県立精研高等学校�
県立高梁工業高等学校�
県立新見北高等学校�
県立瀬戸南高等学校�
県立矢掛商業高等学校�
県立川上農業高等学校�
県立久世高等学校�
県立勝間田高等学校�
県立岡山聾学校�

主　な　連　携　講　座�

すこやか家庭教育相談事業 相談員養成講座  他１講座�
※男女共同参画アドバイザー養成事業（養成研修会）�
博物館講座「岡山県の歴史と文化」�
※初心者音声点訳奉仕者養成講座 　他２講座�
総合指導コース（Ⅱ・Ⅲ期）�
日曜講座�
地球市民講座、国際貢献ボランティア養成講座�
晴れの国メロウ学院｢陶芸講座｣､｢スケッチ講座｣ 他3講座 �
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ養成講座｢ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾚｯｼﾞ｣ 他１講座 �
※要約筆記ボランティア養成講座�
※学び大学美術ｺｰｽ、自然観察講座､備前焼講座 他１１講座�
いきいき女性ｾﾞﾐﾅｰﾙ、ﾋｭｰﾏﾝ･ﾗｲﾂ、料理教室  他５講座�
※英会話、中国語、法律、高齢者手芸、手話　 他２講座�
※手芸、書道、ｱﾏﾁｭｱﾊﾞﾝﾄﾞ、音頭取り伝承�
美術教養講座�
環境講座�
いきいきｴｱﾛﾋﾞｸｽ、清流学園�
古代の吉備を考える�
古文書解読講座�
子育てｾﾞﾐﾅｰﾙ�
日本画講座�
公開講座「２１世紀の環境と生活」�
公開講座｢現代日本の政治と法律-世界の中の日本・日本の中の世界-」�
公開講座「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入門」－朝のｺｰｽ－、－夜のｺｰｽ－　�
公開講座｢古典講座Ⅶ」、「女性ライフ講座Ⅶ」�
公開講座｢２１世紀の知的生活へ向けてⅣ」�
公開講座 百人百話｢倉敷発２１世紀に生きる」�
未　　定�
情報の取り方・活かし方�
公開講座　コンピュータとデザイン�
パソコンⅡ、東西文化交流Ⅱ　他６講座�
赤十字講習会｢救急法｣､｢水上安全法｣､｢家庭看護法｣ �
星を見る会�
開放講座「食と緑のやさしい実技講座」�
開放講座「いきいき生活講座」�
開放講座「パソコン実務講座」�
開放講座「エクセル・ワード入門」�
開放講座「パソコン入門講座」�
開放講座「パソコン入門講座」 �
開放講座「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄとﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成入門講座」�
開放講座「木彫漆塗り仕上げ（根来塗り）」�
開放講座「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと物づくり」�
開放講座「家庭園芸入門講座」�
開放講座「パソコン入門」�
開放講座「くらしを豊かに」�
開放講座「楽しい生活講座」�
開放講座「生活を彩る園芸講座」�
開放講座「手話講座」�

電話番号 �

086-224-2111�
086-224-2111�
086-272-1149�
086-244-1121�
086-246-6250�
086-252-0651�
086-256-2914 �
086-225-6601 �
086-226-3511�
086-222-8616�
0869-64-3301�
08695-7-2211�
08695-2-4441�
08695-3-0610�
086-425-6034�
0866-94-0131�
0866-94-0131�
0866-98-0042�
0866-82-1010�
0865-69-2153�
0867-44-2011�
086-251-7013�
086-251-7372�
086-251-7231�
086-252-1155�
086-272-6254 �
086-523-0888�
0866-94-2111�
086-253-7131�
086-225-0795�
086-224-5515�
086-225-3621�
086-277-8589�
086-287-3711�
086-296-2268�
086-272-1237�
086-422-0476 �
0868-22-2421�
0865-62-5245�
0866-62-0203�
0866-22-2237�
0867-72-0645�
08695-2-0831�
0866-82-0082�
0866-48-2252�
0867-42-0625�
0868-38-3168�
086-279-2127

※受講決定済　　（平成１０年５月現在）�

5 生涯学習センターだより

I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ



6

I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ



7 生涯学習センターだより

INFORMATION OF CIRCLE

団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
紹
介

お
か
や
ま
長
寿
学
園
修
了
者
有
志
の
会

「
京
山
会

き
ょ
う
や
ま
か
い
」
会
長
　
粟
井

文
彦

お
か
や
ま
長
寿
学
園
で
学
び
、
そ
し

て
修
了
し
た
有
志
が
、
各
種
講
座
の
情

報
の
伝
達
、
自
主
的
な
講
座
の
開
設
、

親
睦
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
自
主
的
な

グ
ル
ー
プ
「
京
山
会
」
を
平
成
九
年
七

月
に
つ
く
り
ま
し
た
。

平
成
九
年
度
は
、
情
報
の
伝
達
と
い

う
こ
と
で
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
講

座
資
料
（
募
集
案
内
）
そ
の
他
資
料
を

会
員
の
方
に
五
回
送
付
し
ま
し
た
。
ま

た
、
十
一
月
に
は
後
楽
園
簾
池
軒
で
集

い
を
し
、
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。
紅
葉

や
菊
花
展
の
鑑
賞
、
博
物
館
の
見
学
等

岡
山
の
晩
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

縁
あ
っ
て
、
共
通
の
目
的
の
た
め
に

幾
年
か
共
に
学
ん
だ
仲
間
同
士
、
さ
ら

に
受
講
希
望
の
方
、
ま
た
学
習
の
成
果

を
生
か
し
た
い
方
、
あ
る
い
は
親
睦
を

深
め
た
い
と
思
わ
れ
る
方
と
年
に
何
回

か
お
会
い
す
る
の
も
楽
し
い
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
和
気
藹

藹
の
集
い
こ
そ
、
我
々
に
と
っ
て
必
要

福
田
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ

和
田
、
木
村
、
長
崎

す
ば
ら
し
い
機
能
を
持
つ
セ
ン
タ
ー

の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
、
幸
運
に
も
恵
ま

れ
、
福
田
先
生
を
中
心
に
、
パ
ソ
コ
ン

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
を
結
成
す
る
機
会

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
は
七
十
歳
代
の
年
輩
者
か

ら
三
十
歳
代
ま
で
の
十
四
名
、
そ
れ
も

大
半
が
初
心
者
で
す
。
呆
け
防
止
に
役

立
つ
と
自
認
す
る
層
か
ら
、
仕
事
や
日

常
生
活
に
も
っ
と
役
立
て
た
い
と
い
う

意
欲
的
な
層
ま
で
、
多
士
済
々
、
玉
石

混
交
で
し
た
。
学
ぶ
生
徒
た

ち
は
上
手
下
手
の
違
い
は
あ

っ
て
も
、
ワ
ー
プ
ロ
コ
ー
ス

で
、
机
を
並
べ
た
仲
間
同
士

で
す
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

っ
て
な
あ
に
」
と
興
味
津
々

の
者
か
ら
、
ワ
ー
プ
ロ
で
は

物
足
り
な
い
と
思
う
者
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

先
生
の
静
か
な
が
ら
も
ユ

ー
モ
ア
溢
れ
る
リ
ー
ド
で
、

手
探
り
状
態
の
生
徒
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
、
だ
ん
だ
ん
と
様
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
初
日
よ
り
は
二
日
目
、
さ
ら
に
三

日
目
と
、
一
歩
ず
つ
新
し
い
分
野
、
手

法
を
学
び
ま
す
が
、
一
週
間
の
こ
と
を

忘
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

マ
ジ
ッ
ク
を
見
て
い
る
よ
う
な
、
画

面
の
素
早
い
展
開
に
、
固
唾
を
呑
ん
だ

り
感
嘆
す
る
場
面
な
ど
、
金
曜
日
ご
と

に
三
ヶ
月
間
は
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

勉
強
会
が
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
誰

言
う
こ
と
な
く
、「
こ
の
後
は
ど
う
な

る
の
、
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
」

と
、
続
行
を
期
待
す
る
声
が
高
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
先
生
の

ご
都
合
が
つ
か
な
い
た
め
、
そ
う
し
た

生
徒
の
希
望
は
実
現
せ
ず
、
三
月
末
に

終
了
の
ゴ
ン
グ
は
鳴
り
ま
し
た
。
後
ろ

髪
を
引
か
れ
る
と
は
、
こ
ん
な
心
境
な

の
か
、
心
密
か
に
無
念
さ
を
感
じ
た
の

も
事
実
で
す
。

こ
の
よ
う
に
す
っ
か
り
諦
め
て
い
た

と
こ
ろ
へ
、
最
近
、
後
任
の
先
生
を
紹

介
し
て
い
た
だ
け
る
話
が
舞
い
込
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、

も
う
一
度
、
セ
ン
タ
ー
の
恵
ま
れ
た
環

境
で
パ
ソ
コ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
つ

も
り
で
す
。

め
だ
か
の
学
校

パ
ソ
コ
ン
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
年
度
は
、
京
山
会
が
主
催
す

る
自
主
的
な
講
座
と
し
て
、
ど
な
た
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
学
習
活
動
の
場

「
め
だ
か
の
学
校
」
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
期
間
は
、
九
月
に
八
回

（
午
前
・
午
後
）
各
二
時
間
の
計
十
六

時
間
で
あ
り
、
講
師
及
び
内
容
は
、
会

員
の
中
田
礼
樹
氏
に
よ
る
「
近
世
瀬
戸

内
の
思
想
家
た
ち
」、
会
員
の
安
井
清

氏
に
よ
る
「
日
本
に
お
け
る
エ
レ
キ
の

歴
史
」
な
ど
で
す
。
ま
た
、
こ
の
講
座

は
岡
山
県
生
涯
学
習
大
学
の
連
携
講
座

と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

の
「
め
だ
か
の
学
校
」
は
、「
誰

が
生
徒
か
先
生
か
」
の
趣
旨
の
も
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
す
場
と
し
て
、
お

か
や
ま
長
寿
学
園
修

了
者
を
は
じ
め
と
し

て
、
県
民
誰
で
も
気

軽
に
講
師
に
な
り
、

受
講
生
と
し
て
も
参

加
で
き
る
も
の
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
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DATA OF STUDY

「
ぱ
る
子
」と「
こ
も
も
」の

の
び
の
び
教
室OK!!「ぱる子」ちゃん。�

どんどん質問してよ。�
　もの知りカラスの「こもも」君、
岡山県生涯学習センターが、県
民の皆さんを対象にした、生涯
学習に関する意識調査のことに
ついて教えてくれる？�

学習・文化活動の目的�

0 5 10 15 20 25%

教養や趣味を深める�

体力づくり健康管理�

働くほかに生きがい�

老後の生活を豊かに�

仲間を得るため�

社会に役立つ活動�

子どもの養育や教育�

日常生活の知識技術�

その他�

学習活動の情報源�

0 5 10 15 20 25%

友人や家族�

県・市町村の広報誌�

役所・公民館・図書館など�

職場�

新聞・テレビ・ラジオ�

専門誌・情報誌�

サービス機関・各種教室�

インターネットなど�

その他�

今後したい学習活動�

0 10 20 30 40 50%

生活に役立つ技能�

趣味や稽古ごと�

スポーツ・レクリエーション�

職業に必要な知識・技能�

芸術・文化活動�

地域・ボランティア活動�

一般教養�

時事問題�

育児・教育�

その他�

自分自身を高め、日常生活を豊
かに送るためや、ボランティアと
して社会に役立つことを目的に
している人もいるよ。�

過去の調査でも「友人や家族の
口こみ」が多かったんだよ。これ
からは、「ぱるネット（岡山県生涯
学習情報提供システム）」の利用
や「インターネット」での情報収集
も増えていくと思うよ�

若い世代では、自分自身の楽しみ
や趣味を広げ、生活の必要性を求
め、高年齢層は、生活を豊かにす
るような活動を求めていることがわ
かったよ。�

いろんな学習活動を、
しているけれど、みん
な、それぞれどんな目
的で学習をしているの？�

これからしてみたい学
習活動（内容）につい
てはどんな傾向なの？
年代で特徴的なことが
あるとか…。�

学習・文化活動の情
報ってどんなところ
から得ているの？�

ぱる子� こもも�
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DATA OF STUDY

「
ぱ
る
子
」と「
こ
も
も
」の

の
び
の
び
教
室

センターへの期待と要望�

0 10 20 30 40 50 60%

市町村の指導と連携�

情報の提供�

施設と設備の充実�

指導者養成と派遣�

専門講座の開設�

学習プログラム開発�

その他�

希望する学習方法�

0 10 20 30 40 50 60%

公共施設の講座行事�

グループやサークルで�

本やテレビ、ラジオ�

カルチャーセンターなど�

放送大学、通信講座�

高等学校・大学の講座�

専修・各種学校・大学�

わからない・その他�

社会参加について�

機会があれば�

興味があれば�

技術を生かせれば�

仲間がいれば�

参加の意志はない�

公的支援があれば�

報酬があれば�

その他�

0 5 10 15 20 25 30%

�

身近なところでの学習が多いよ。
これからは、居住地の近くでい
ろんな活動を支援することが必
要だね。�

県の生涯学習推進の
中核施設として、いろん
なことが期待されている
ことがわかるね。�

生涯学習センターに
みんなどんなことを期
待しているの？�

学習の方法はどん
な方法が多いの？�

学習したことを地域
で生かす社会参加に
ついての意識は？�

今回の調査をもとに、岡山県生涯学習セ
ンターでは、「県民の皆さんが学習しや
すい環境づくり」を目指して、生涯学習の
推進に努めていくよ。�

生涯をとおして、学校・家庭・地域・職
場など、あらゆる生活の場面で学ん
でいくためには、一人一人が自分か
ら学習の意欲や能力を高めていかな
ければならないのね。�

何かのチャンスがあれば地域
活動に参加したい人が多いね。
自分たちの住んでいる地域が
さらに活性化されるといいね。�
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わ
が
ま
ち
の
生
涯
学
習

倉
敷
市
は
、
平
成
元
年
度
文
部
省
の

「
生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町
村
」
の
指
定
を

受
け
て
か
ら
、
生
涯
学
習
推
進
事
業
の
本

格
的
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
を
通
じ
て
自
己

学
習
・
自
己
啓
発
が
手
軽
に
で
き
る
よ
う

生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
を
図
る
た

め
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
全
庁
組
織
の

生
涯
学
習
推
進
本
部
を
設
置
し
、
次
に
市

民
を
主
体
に
構
成
し
た
「
倉
敷
市
生
涯
学

習
推
進
協
議
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

推
進
協
議
会
の
提
言
を
受
け
平
成
五
年

度
か
ら
十
四
年
度
ま
で
の
「
倉
敷
市
生
涯

学
習
基
本
構
想
」
を
も
と
に
平
成
五
年
度

か
ら
平
成
九
年
度
ま
で
の
「
倉
敷
市
生
涯

学
習
基
本
計
画
」
を
終
了
。
平
成
十
年
度

か
ら
、
新
た
に
提
言
を
受
け
て
決
定
し
た

ば
か
り
の
「
倉
敷
市
生
涯
学
習
後
期
基
本

計
画
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
は
前
期
で
未
達
成
の
部

や
、
予
測
出
来
な
か
っ
た
重
要
な
課
題
や

現
代
的
な
課
題
を
含
め
た
積
極
的
な
計
画

設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
で
設
定
し
て
い
る
五
つ
の
目

標
は
①
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
②
生

涯
学
習
の
基
礎
づ
く
り
③
学
習
情
報
の
収

集
・
提
供
④
学
習
機
会
の
拡
充
・
提
供
⑤

学
習
環
境
の
整
備
・
充
実
で
す
。

推
進
体
制
の
整
備
で
は
、
民
間
企
業
も

含
め
た
範
囲
で
生
涯
学
習
を
啓
発
。
も
ち

ろ
ん
庁
内
職
員
に
対
す
る
生
涯
学
習
研
修

や
市
民
向
け
の
生
涯
学
習
情
報
紙
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
基
礎
づ
く
り
で
は
『
生
命

を
大
切
に
す
る
人
間
教
育
』
を
最
優
先
と

し
、
さ
ら
に
人
間
生
活
の
基
盤
で
あ
る
環

境
問
題
や
自
然
保
護
を
、
さ
ら
に
人
権
教

育
、
福
祉
教
育
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

学
習
情
報
の
収
集
・
提
供
に
つ
い
て

は
、
当
市
が
八
年
度
に
郵
政
省
の
テ
レ
ト

ピ
ア
計
画
の
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
指
定
を

受
け
、
具
体
的
な
作
業
を
進
め
て
お
り
、

こ
れ
と
の
整
合
性
を
は
か
り
な
が
ら
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
は
か
っ
て
い
き

ま
す
。

学
習
機
会
の
拡
充
・
提
供
に
つ
い
て
は

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
を
中
心
に
各
種
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、『
子

育
て
に
関
す
る
家
庭
教
育
相
談
機
能
』
な

ど
、
現
代
的
課
題
に
対
す
る
施
策
が
、
前

期
基
本
計
画
の
中
で
最
も
進
ん
で
お
り
、

こ
れ
を
充
実
・
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

学
習
環
境
の
整
備
・
充
実
に
つ
い
て
、

ハ
ー
ド
面
で
は
、
前
期
で
終
了
し
た
も
の

を
除
き
、
新
た
に
計
画
が
進
行
し
て
い
る

も
の
、
こ
れ
か
ら
進
め
る
べ
き
施
策
、
ソ

フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
み
が
遅
れ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
力

点
を
お
い
て
い
ま
す
。

倉敷市生涯学習推進体制�

推　進　本　部� 推　進　協　議　会 

本部会議        �
─基本方針の策定及び推進施策の総合調整など─�
（市長、助役、教育長、関係局長等14人）�
�
�
幹事会      �
─事案の検討及び実施方策の協議など─�
（関係部長等18人）�
�
�
作業部会       �
─調査研究及び推進計画の立案など─�
（関係部局の職員11名）  

全体会議        �
─本部長が提起した事項に関する協議�
市議会議員、教育関係者、学識経験者、�
生涯学習関係団体の代表者、その他関係団体の代表者、�
その他生涯学習実践者の中から本部長が適当と認める者�
�
専門部会        �
─専門の事項に関する調査研究�
（協議会委員の中から会長が指名）�
10名程度�
�
（委員を補佐） 

指示� 原案�

指示� 素案�

協　　議�
�
�
検討依頼�
�
�

意見具申�
提　　言�

生涯学習研修会
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わ
が
ま
ち
の
生
涯
学
習

��

高
梁
市
は
、
岡
山
県
の
中
西
部
に
位
置

し
、
高
梁
川
に
沿
っ
て
走
る
Ｊ
Ｒ
伯
備
線

で
倉
敷
か
ら
北
へ
三
○
分
、
高
梁
川
の
中

流
を
は
さ
ん
で
東
西
に
広
が
る
吉
備
高
原

の
山
あ
い
の
盆
地
と
高
原
部
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。

歴
史
的
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
延
応
二
年

（
一
二
四
〇
年
）
秋
庭
三
郎
重
信
が
、
標

高
四
七
八
m
の
臥
牛
山
大
松
山
に
砦
を
築

い
て
以
来
約
六
三
〇
年
城
下
町
と
し
て
発

展
し
、
備
中
地
域
の
政
治
・
経
済
・
文
化

の
中
心
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
の
備
中
松
山
藩
主
板
倉
勝

静
は
、
藩
内
に
あ
っ
て
は
漢
学
者
山
田
方

谷
を
抜
擢
し
、
藩
政
改
革
を
断
行
。
幕
府

に
あ
っ
て
は
老
中
首
座
と
し
て
将
軍
徳
川

慶
喜
を
補
佐
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
豊
か
な
自
然
と
長
い
歴
史
を

も
つ
高
梁
市
は
、
平
成
三
年
度
に
文
部
省

か
ら
「
生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町
村
事
業
」

の
指
定
を
受
け
て
以
来
、
自
然
・
歴
史
・

人
物
等
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業
を

行
っ
て
お
り
、、
行
政
主
導
型
か
ら
市
民

参
画
型
へ
と
移
行
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
文
化
を
育
み
健
や
か
で
活
力

の
あ
る
ま
ち
」
を
都
市
像
と
す
る
、
市
総

合
計
画
に
基
づ
き
、「
歴
史
と
伝
統
を
生

か
し
た
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」め
ざ
し
て
、

生
涯
学
習
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

文
化
交
流
館
を
中
心
と
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
教
育
に
お
け
る
生
涯
学
習
は
、
平

成
九
年
度
に
完
成
し
た
文
化
交
流
館
を
中

心
に
、
中
央
公
民
館
と
九
の
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
（
公
民
館
）
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
学
習
情
報
提
供
、
学
習
相
談
の

実
施
お
よ
び
各
種
講
座
を
開
設
す
る
と
と

も
に
、
学
習
成
果
を
生
か
し
た
社
会
参
加

活
動
へ
の
支
援
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
年
に
開
学
し
た
吉
備
国

際
大
学
と
の
共
催
に
よ
る
成
人
大
学
講

座
、
同
大
学
の
協
力
に
よ
る
市
民
大
学
講

座
、
あ
る
い
は
、
岡
山
大
学
環
境
理
工
学

部
の
公
開
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

長
寿
学
園（
組
み
木
講
座
）

事
業
に
も
取
り
組
む

さ
ら
に
は
、
委
託
事
業
と
し
て
、
長
寿

学
園
（
組
み
木
講
座
）
事
業
も
本
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
、
多
様
化
す
る
学
習
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
選
択
性
の
高
い
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
の
開
発
と
、
他
の
生
涯
学
習
関

連
機
関
と
の
連
携
・
協
力
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
視

点
に
立
ち
、
大
学
等
高
等
教
育
機
関
を
核

と
し
た
適
切
な
学
習
機
会
の
拡
大
や
、
学

習
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
つ

つ
、
学
校
施
設
の
開
放
等
、
学
校
教
育
も

含
め
た
社
会
の
様
々
な
教
育
・
学
習
シ
ス

テ
ム
を
総
合
的
に
と
ら
え
、
そ
れ
ら
の
連

携
を
強
化
し
、
人
々
の
学
習
に
お
け
る
選

択
の
自
由
を
よ
り
拡
大
し
、
学
習
活
動
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

臥牛山の植物についての講座天然記念物臥牛山のサル生息地でニホンザルについての講座
講師　福田史夫（京都大学理学博士）
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☆対　象／県内の親子（小中学生）�

☆定　員／各回　親子15組（30人）＊応募者多数の場合は抽選となります�

☆親子でパソコンゲームをしたり、文字入力やペイントなど、基本操作の実習をします。�

☆日　時�
　第１回　８月７日（金）　　第２回　８月８日（土）　　第３回　８月９日（日）�
　※各回とも10：00～15：00�

☆会　場�
　岡山県生涯学習センター パソコン教室（情報・創作棟４Ｆ）�

☆受講料　無料！  ＊ただし資料代として￥500集めます。�
※お問い合わせ先／岡山県生涯学習センター　情報課　TEL．086-251-9752

岡山県総合�
グラウンド�

京山中学校�

至津山市�

至総社市�

岡山武道館�

岡山大学�

体育館�
伊島小学校�

西税務署�

旧西警察署�

岡山工業高校�

済生会病院�国道180号線�

国道53号線�

池田動物園�

OSK

岡山県�
生涯学習センター�

岡山駅�

5月より放送大学の番組を当センターで視聴できることになりました！！�
�

お
知
ら
せ�

■  ＪＲ岡山駅西口から約５分 ■ 山陽自動車道岡山ＩＣから約１０分�

■ 定期バス　ＪＲ岡山駅バスターミナル（３番ホーム１１番乗場）から京山　　　       �
  （岡電バス） ロープウエー遊園行き  児童会館前下車（所要時間約１５分）�
　�
�

交 通 案 内 図�

問い合わせ先�
・講　座�
　（086）251－9751（振興課直通）�
・教材・機器等の利用�
　（086）251－9752（情報課直通）�
・学習相談�
　（086）251－9750（代表）�
　　（学習相談とおっしゃってください）�

・施設利用�
　（086）251－9750（代表）�

車�
�
バス�

県民学習講座（文化講演会）の開催について�
  岡山県生涯学習センターでは、県民の皆さんを対象に、国内の著名人（未定）を招いて、県民学習講座（文化講演会）を開催します。�
・ 日 時…平成10年８月22日（土）13：30～15：30（予定）　・会場…岡山県生涯学習センターホール�
・ 定員…500名　　・入場料…無料　　・申し込み方法…後日御案内します。�

お
知
ら
せ

I N F O R M A T I O N
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